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7.　Networked with Simple File Networking にチェックを入れます。URL for web folder: に BrightSign がプロジェクトを確認する
　   Web フォルダーの URL を記入します。Content Check Frequency: で Web フォルダーを確認するタイミングを設定します。
8.　Logging ： Logging を有効にするにはチェックボックスのいずれかにチェックをし、アップロード設定を指定します。
           a)  Enable playback logging ： プレイリストが再生された際にログを作成します。
           b)  Enable event logging ： イベントのログを作成します。
           c)  Enable state logging ： 現在と最後の state name、 timestamps や media タイプのログを作成します。
           d)  Enable diagnostic logging ： timestamps、firmware、Script バージョンやプレゼンテーションのログを作成します。 
9.　Setup BrightSign Unit の保存
           a)  Create Setup Files を選択します。
           b)  フォルダー、SD カード、USB フラッシュドライブ（USB 対応モデルのみ）のいずれかを選択します。
           c)  9-b 選択後 OK をクリックします。
           d)  電源アダプターを抜いて、BrightSign の電源をオフにします。BrightSign に 9-c で保存した SD カードまたはフラッシュデ　	 　　　　　  
                バイスを接続します。
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           e)  電源アダプターを接続して、BrightSign の電源をオンにします。
　　 ＊設定後、SD カードまたはフラッシュカードは BrightSign から抜かないでください。SD カードまたはフラッシュカードを抜くと
            プレゼンテーションファイルをダウンロードできません。
         NOTE ： 2,4,5,6,8 の項目は必須ではありません。必要に応じて設定してください。
 
プレゼンテーションの Publish（書き出し）

Edit タブで作成したプレゼンテーションを Publish（書き出し）します。

1.　プレゼンテーションファイルを保存します。
           メニューより『File > Save… As.』を選択します。
2.　Publish タブへ移動します。
           a)  画面左上の Publish タブを選択します。
           b)  Simple File Network を選択します。
           c)  Presentation の下の Browse を選択し、プレゼンテーションが保存されているフォルダーを選択します。
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3.　Publish するプレゼンテーションのスケジュールを作成します。
           a)  保存されている Presentation のリストから、Presentation を選択します。
           b)  Presentation をスケジュール欄にドラッグします。
           c)  スケジュール欄をダブルクリックして、1 日のスケジュールを調整します。スケジュール欄をダブルクリックすると、
	 　 Schedule Presentation ウィンドウが開きます。ここではプレゼンテーションを再生する日時を設定します。
           d)  OK を選択するとスケジュール欄に設定した内容が反映されます。
           e)  他のプレゼンテーションを設定する場合は b-d の作業を繰り返します。
4.　Debugging、Log、Firmware の設定。この項目は必要な場合のみ使用します。
5.　プレゼンテーションを Publish する。
           a)  Publish to の Browse から Publish 先を選択します。
           b)  Publish をクリックします。Complete ウィンドウが表示されたら OK をクリックします。

    NOTE：Web フォルダーにファイルを転送する場合は、お使いの PC 上のフォルダーに Publish し FTP ソフトウェアなどを使用し
                 アップロードする必要があります。
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コンテンツファイルの変更
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コンテンツファイルの変更 

BrightAuthor で作成したプレイリストの設定を変更せずにコンテンツだけを変更することができます。
 
 個別でのコンテンツファイル変更例 

  プレイリスト上のコンテンツファイルをダブルクリックすると、
  Media Properties ウィンドウが開きます。Select different file から
  変更するコンテンツを選び、Update ボタンをクリックします。
  Select different file には Media Library で選択されているフォル
  ダー内のコンテンツを表示します。

 
 
 

コンテンツファイルの変更

                                                                                                

                                                                                                                                                             コンテンツファイルの一括変更                                                                                                  

                                                                                                                                                               メニュー『File > Replace Media Files』 を使用するとプレゼン
                                                                                                                                                               テーション内のコンテンツを一括で変更することができます。
                                                                                                                                                               Replacement Media Folder にて置き換えるファイルが保存されて
                                                                                                                                                               いるフォルダーを選択し、Replacement Media Files のプルダウン
                                                                                                                                                               表示からファイルを選択します。選択後、OK を押すとファイルが
                                                                                                                                                               置き換わります。
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HTML5 の設定
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HTML5 の表示

BrightSign XT, 4K, XD3/XD2, HD3/HD2, LS3 シリーズでは HTML5 を 表示することができます。
この機能を利用すると、Web ページをサイネージコンテンツとして表示できます。
＊ BrightSign 製品 は汎用の Web ブラウザーとして使用するように設計されておりません。
　 多くの Web ページが BrightSign シリーズで正しく表示できない要素があります。Flash コンテンツや YouTube などの HTML の
     ページに埋め込まれた映像コンテンツは表示できません。Web ページをサイネージとして利用する場合は事前に実機で
     の検証が必要です。
HTML5 の詳細につきましては、下記 URL にあります HTML5 Developer's Guide をご参照ください。
http://support.brightsign.biz/home

プレイリストの作成

1.  プレイリストに HTML5 アイコンをドラッグします。BrightAuthor に HTML サイトを登録していない場合はメッセージウィンドウが開き
     ”No HTML sites are defi ned. Would you like to add a site now?” と表示されますので ” はい ” をクリックし次に進みます。

HTML5 の設定
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2.  HTML サイトの設定
           a)  HTML site name  :  任意の名前を入力します。
           b)  HTML site specifi cation : 
               ・ Local Content : 作成した HTML サイトのパスを入力します。
               ・ URL :  外部 HTML サイトのアドレスを入力します。

3.  HTML5 ウィンドウが表示します。
           使用する項目にチェックを入れます。設定終了後 OK をクリックしウィンドウを閉じます。
          ＊ BrightSign は初期設定のままでは日本語フォントに対応していません。日本語フォントを表示させるには＋ Add Font をクリックし
              フォントを指定する必要があります。フォントは予めご用意ください。
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HDMI 入力の設定
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HDMI 入力について 

HDMI 入力対応モデル（XT1143, 4K1142, XD1132）を使用すると、HDMI の入力信号を表示できます。
HDCP 1.4 に対応しており、テレビをフルスクリーンで表示させるだけでなく、動画の上にテレビを表示させるなど様々な表示方法ができます。
＊静止画の上に HDMI 入力を表示することはできません。 
 
動画ファイルの上に HDMI 入力を表示・レイアウトの編集 

Edit タブの Layout を選択し、HDMI 入力を表示するゾーンを設定します。Name: は自由に設定できますので、ここでは Live Video と入力します。
また Position が Front になっていることを確認してください。次に +Add Zone をクリックし、Video Only を選択します。Name: は同様に自由
に設定できます。ここでは Name を Video と入力します。Position が Back になっていることを確認してください。
 
 

 

HDMI 入力の設定
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動画ファイルの上に HDMI 入力を表示・プレイリストの編集

1.  Playlist に戻ります。Media Library から Other のタブを選択し、Live Video をプレイリストにドラッグします。
2.  Zone: プルダウンから『2:Video』を選択します。HDMI 入力の後ろに表示させる動画をプレイリストにドラッグします。
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プレゼンテーションの切り替え
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プレゼンテーションの切り替え 

スイッチプレゼンテーションの機能を使用すると、複数のプレゼンテーションを切り替えることができます。ここでは 2 つのプレゼンテーショ
ンの切り替えを行います。
 

プレイリストの作成 

始めに 2 つのプレイリストを作成します。
　Full Sreen.bpf  > 全画面表示
　2-Zone.bpf > 画面内 2 分割表示

Full Screen.bpf : 

　図 1 のように Full Screen.bpf ファイルを作成します。赤枠の Media End Event の箇所を Remain on current state にチェックをします。
　File > Save Full Screen を選択しセーブします。 
2-Zone.bpf : 
　図 2 のように 2-Zone.bpf ファイルを作成します。赤枠の Media End Event の箇所を Remain on current state にチェックをします。

		  図 1								        図 2 
 

スイッチプレゼンテーションの設定
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切り替えるプレゼンテーションの登録

2-Zone.bpf を開きます。メニューより『File > Presentation Properties > Switch Presentations』  を選択します。
＋ Add Presentation をクリックします。
　　Name：任意の名前を登録
　　Presentation Path：Browse から切り替えるプレゼンテーション（Full Screen.bpf) を登録します。
OK をクリックして Presentation Properties ウィンドウを閉じます。 

プレイリスト上の赤枠の Media End Event をダブルクリックします。Media End Event ウィンドウがから、Advanced タブへ移行します。
＋ Add Command をクリックし、Commands > Other, Command Parameters > Switch to Presentation を選択します。Specify presentation に
先ほど登録したプレゼンテーションが表示されますので、OK をクリックして Media End Event ウィンドウを閉じます。 
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Full Screen.bpf を開きます。メニューより『File > Presentation Properties > Switch Presentations』 を選択し、
＋ Add Presentation をクリックします。
　　Name：任意の名前を登録
　　Presentation Path：Browse から切り替えるプレゼンテーション（2-Zone.bpf) を登録します。
OK をクリックして Presentation Properties ウィンドウを閉じます。

プレイリスト上の赤枠の Media End Event をダブルクリックします。Media End Event ウィンドウから、Advanced タブへ移行します。
＋ Add Command をクリックし、Commands > Other, Command Parameters > Switch to Presentation を選択します。Specify presentation に
先ほど登録したプレゼンテーションが表示されますので、OK をクリックして Media End Event ウィンドウを閉じます。 
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プレゼンテーションの Publish

Full Screen.bpf を開き、Publish タブへ移行します。一度の Publish で Full Screen.bpf と 2-Zone.bpf が保存されます。



62

動画ファイルの一時停止の設定
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プレイリストの作成 

下の図では動画ファイルがループ再生中に、GPIO 0 の信号を受けて一時停止をします。また GPIO 1 の信号を受けることで一時停止を解除し
ます。 

一時停止

Media Library から GPIO Event をクリックしプレイリスト上の動画ファイルの上にドラッグします。GPIO Event ウィンドウが開きます。
Advanced タブへ移行し、＋ Add Command をクリックします。
Commands > Video > Pause を選択し、OK をクリックして GPIO Event ウィドウを閉じます。 

一時停止 / 一時停止解除の設定
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一時停止解除

Media Library から GPIO Event をクリックしプレイリストにある動画ファイルの上にドラッグし、GPIO Event ウィンドウが開きます。
Main タブの Specify Button Number のプルダウンメニューから 1 を選択し、Advanced タブへ移行します。
＋ Add Command をクリックし、Commands > Video > Resume を選択します。OK をクリックして GPIO Event ウィドウを閉じます。
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モザイクモードの設定



66

モザイクモードの設定 < 新機能 >

モザイクモードについて

新機能のモザイクモードを使用すると、複数の動画を同時に表示することでサムネイル動画のような表現が可能となります。

モザイクモードの使用

新規プレゼンテーションを作成時に、「Video zone configuration」 にて「Mosaic」を選択します。
プレゼンテーション作成後に、Standard から変更を行うことはできません。

モザイクを使用したレイアウトの作成

1. 初期表示される Video or Image ゾーンを削除します。
    中央のグリーン部を一度クリックし、Delete キーを押します。

2. Add Zone から Video or Image か Video Only を選択し、下部の
    Maximum Content Resolutioin から使用するモザイクブロックを
    選び OK を押します。

3. モザイクブロックを複数作成していきます。モザイクブロックは、
     使用する機種の最大デコード解像度内で作成が可能です。
     Maximum Content Resolutioin では、最大デコード解像度から
     作成したブロックを差し引いた利用可能分のみ表示されます。

※ モザイクブロックに使用するコンテンツは、選択したブロックの
     解像度以下で作成されたコンテンツをご用意ください。自動縮小機能はありません。
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Bright Beacon の設定
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Bright Beacon の設定 < 新機能 >
Bright Beacon の使用

※ 別途 WIFI/Beacon モジュールが必要です。
Beacon を使用する場合は、メニューより『BrightSign Unit Setup』 か『Presentation Properties 』の Beacons タブから設定を行い、
Add Command 機能を使用して Beacon の開始・停止を送信します。　　　　
　・ Start Beacon： ビーコンの開始を送信します。
　・ Stop Beacon ： ビーコンの停止を送信します。

Beacons： ( XT3, XD3, HD3 シリーズ , LS423 Only )

オプションの Wireless 機能を追加すると、3 種類の Beacon 機能を使用することができます。
       a)  Name： 任意の文字を入力します。
       b)  Type：  使用する Beacon の種類を選択します。
       ・iBeacon
        　- UUID : Create ボタンを押すと UUID 文字列が生成されます。
        　- Major : 任意のメジャー値を入力します。  
        　- Minor : 任意のマイナー値を入力します。
        　- TxPower : Beacon が発する信号の強さを入力します。( 0 to -128 )
       ・Eddystone URL
        　- URL : 任意の URL アドレスを入力します。
        　- TxPower : Beacon が発する信号の強さを入力します。( 0 to -128 )
       ・Eddystone UID
        　- Namespace : 10 バイト、20 ケタの 16 進数を入力します。 Create ボタンを押すと文字列が生成されます。
        　- Instance : 6 バイト、12 ケタの 16 進数を入力します。
        　- TxPower : Beacon が発する信号の強さを入力します。( 0 to -128 )


